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今
年
度
も
100
％
達
成

就職率就職率 一
月
三
十
日
か
ら
二
日
間
、

さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ

で
開
催
さ
れ
た
�
彩
の
国
ビ
ジ

ネ
ス
ア
リ
ー
ナ
２
０
１
３
�
に

学
生
作
品
を
出
展
。
県
内
を
は

じ
め
、
新
潟
、
東
京
、
長
野
、

千
葉
、
群
馬
、
栃
木
、
茨
城
な

ど
の
企
業
等
が
八
百
近
い
ブ
ー

ス
で
製
品
や
技
術
を
ア
ピ
ー

ル
。
来
場
者
は
二
日
間
で
一
万

六
千
五
百
人
。
本
校
が
出
展
し

た
日
産
リ
ー
フ
と
、
ト
ヨ
タ
プ

リ
ウ
ス
の
各
ハ
ー
フ
カ
ッ
ト
作

動
モ
デ
ル
に
も
多
く
の
注
目
が

集
ま
っ
た
。

今
年
で
十
回
目
を
迎
え
る
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
埼
玉

県
や
埼
玉
県
産
業
振
興

公
社
、
県
情
報
サ
ー
ビ

ス
産
業
協
会
の
ほ
か
、

県
内
各
金
融
機
関
な
ど

が
主
催
。
県
内
中
小
企

業
の
活
性
化
を
目
的
と

し
た
国
内
最
大
級
の
展

示
商
談
会
で
、
各
企
業

が
最
新
技
術
や
情
報
を

来
場
者
へ
向
け
て
発
信
し
た
。

昨
年
度
か
ら
設
置
を
始
め
た

�
次
世
代
産
業
ゾ
ー
ン
�
で

は
、
次
世
代
自
動
車
、
医
療
福

祉
、
宇
宙
航
空
な
ど
の
分
野
が

最
新
の
技
術
と
製
品
を
Ｐ
Ｒ
。

産
学
連
携
で
は
二
十
八
の
大
学

・
団
体
が
研
究
や
技
術
を
ア
ピ

ー
ル
し
た
。

本
校
は
昨
年
度
よ
り
、
次
世

代
自
動
車
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
依
頼
を
受
け
、
電
気
自
動
車

や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
等
の
試

乗
会
や
分
解
、
そ
し
て
研
究
会

な
ど
を
支
援
し
て
い
る
。
昨
年

度
の
日
産
リ
ー
フ
に
次
い
で
、

今
年
度
は
ト
ヨ
タ
の
ア
ク
ア
の

分
解
に
協
力
し
た
。
そ
の
こ
と

が
高
く
評
価
さ
れ
、
次
世
代
産

業
関
連
企
業
と
し
て
昨
年
度
か

ら
特
別
に
招
待
さ
れ
て
い
る
。

本
校
以
外
の
招
待
出
展
は
、
本

田
技
研
工
業
、
日
産
自
動
車
、

三
菱
自
動
車
な
ど
。

本
校
ブ
ー
ス
へ
は
、
埼
玉
県

の
上
田
清
司
知
事
を
は
じ
め
、

群
馬
県
、
新
潟
県
の
各
知
事
も

訪
れ
た
。

な
お
、
日
産
リ
ー
フ
ハ
ー
フ

カ
ッ
ト
モ
デ
ル
は
、
二
月
二
十

一
日
か
ら
、
新
都
心
ビ
ジ
ネ
ス

交
流
プ
ラ
ザ
（
北
与
野
）
で
展

示
さ
れ
て
い
る
。

専
門
学
校
の
就
職
率
の
高
さ

が
注
目
さ
れ
る
中
、
本
校
で
は

一
月
中
に
内
定
率
が
百
％
に
達

し
た
。
昨
年
十
二
月
一
日
の
時

点
で
、
大
学
生
の
内
定
率
は
七

十
五
％
、
本
校
は
九
十
七
％
だ

っ
た
。
学
園
後
援
会
員
企
業
や

そ
の
他
多
く
の
企
業
の
方
に
ご

協
力
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
本
校
の
�
整
備
士
資
格

取
得
�
�
技
術
の
習
得
�
�
企

業
の
望
ま
れ
る
人
材
の
育
成
�

と
い
う
教
育
に
対
す
る
高
い
評

価
に
感
謝
し
て
い
る
。

就
職
活
動
が
年
々
早
く
な
る

中
、
本
校
も
昨
年
の
一
月
よ
り

企
業
説
明
会
を
実
施
し
、
そ
の

後
は
会
社
訪
問
、
受
験
と
進
み

夏
休
み
前
の
内
定
率
は
九
十
％

に
達
し
て
い
た
。
二
学
期
に
入

っ
て
か
ら
は
、
専
業
工
場
か
ら

の
求
人
が
多
く
あ
り
、
未
内
定

者
が
少
な
く
募
集
に
応
え
ら
れ

な
い
状
況
と
な
っ
た
。
学
生
に

と
っ
て
は
、
多
く
の
選
択
肢
に

恵
ま
れ
た
状
況
と
な
っ
て
い

た
。平

成
二
十
六
年
四
月
入
社
に

向
け
て
の
就
職
活
動
が
、
昨
年

同
様
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。

今
後
も
百
％
の
就
職
を
目
指
し

て
い
く
。

完
全
就
職
に
向
け
て
、
次
年

度
の
就
職
活
動
が
本
格
的
に
動

き
だ
し
、
一
月
二
十
三
日
か
ら

二
月
七
日
ま
で
の
間
、
八
日
間

の
日
程
で
校
内
企
業
説
明
会
が

実
施
さ
れ
た
。

参
加
企
業
は
、
学
園
後
援
会

の
企
業
を
中
心
と
し
た
七
十
二

社
が
参
加
し
、
各
社
の
採
用
担

当
者
よ
り
業
界
の
動
向
、
会
社

概
要
、
採
用
の
詳
細
等
幅
広
い

説
明
が
あ
っ
た
。
熱
心
な
説
明

に
、
参
加
し
た
学
生
は
、
真
剣

な
ま
な
ざ
し
で
企
業
の
情
報
を

集
め
、
緊
張
感
に
満
ち

た
説
明
会
と
な
っ
た
。

全
国
各
地
か
ら
集
ま

る
学
生
の
就
職
戦
線
に

対
応
す
る
た
め
、
こ
の

活
動
は
年
々
早
ま
り
、

学
生
の
意
識
向
上
を
図

る
た
め
、
き
め
細
か
い

指
導
を
進
め
て
い
る
。

学
生
は
今
回
の
説
明

会
で
多
く
の
企
業
情
報

を
取
り
入
れ
、
個
々
の

適
性
に
あ
っ
た
就
職
指

導
を
受
け
、
会
社
訪

問
、
採
用
試
験
へ
と
続

く
。毎

年
、
就
職
率
百
㌫
を
誇
る

本
校
の
実
績
は
、
�
技
術
に
不

況
な
し
�
と
言
わ
れ
る
と
お

り
、
自
動
車
整
備
士
を
求
め
る

企
業
数
は
昨
年
よ
り
大
幅
に
増

加
し
て
い
る
。

自
動
車
車
体
整
備
科
は
、
基

礎
実
習
の
後
、
二
学
期
か
ら
実

践
教
育
と
し
て
事
故
車
両
の
修

復
と
古
い
車
の
レ
ス
ト
ア
を
始

め
て
い
る
。
こ
の
程
、
作
業
が

終
了
し
、
三
台
の
事
故
車
両
修

復
と
二
台
の
レ
ス
ト
ア
車
両
が

完
成
し
た
。

レ
ス
ト
ア
車
両
の
一
台
は
、

一
九
六
六
年
式
の
ス
ズ
キ
・
キ

ャ
リ
ー
。
数
年
前
の
卒

業
生
の
祖
父
が
使
用
し

て
い
た
も
の
で
使
用
さ

れ
な
く
な
っ
て
か
ら
納

屋
に
放
置
さ
れ
て
い
た

も
の
。
ト
ラ
ッ
ク
は
、

一
般
に
使
用
過
程
で
の

損
傷
も
多
く
残
存
数
も

少
な
く
、
希
少
な
車

両
。運

転
席
、
荷
台
を
フ

レ
ー
ム
か
ら
外
し
腐
食

し
た
パ
ネ
ル
の
溶
接
、

歪
ん
だ
パ
ネ
ル
の
板
金

を
実
施
し
た
。

も
う
一
台
は
、
一
九

五
八
年
式
の
ダ
ッ
ト
サ

ン
２
１
０
で
、
数
年
前

に
一
度
レ
ス
ト
ア
が
さ

れ
て
い
る
が
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
塗
色
で
な
い
も

の
が
塗
ら
れ
て
い
た
。

今
回
の
レ
ス
ト
ア
で
当

時
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
黒
を
調
色

オ
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
、
ま
た
、
フ

ロ
ン
ト
・
グ
リ
ル
、
バ
ン
パ
ー

な
ど
に
メ
ッ
キ
加
工
を
施
し
、

新
車
に
も
引
け
を
取
ら
な
い
程

の
輝
き
を
取
り
戻
し
た
。

一
つ
一
つ
の
部
品
を
溶
接
、

板
金
を
し
て
ゆ
く
過
程
は
、
手

造
り
感
が
強
く
、
学
生
た
ち

は
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、

大
変
苦
労
を
し
て
い
た
が
、
基

礎
力
は
も
ち
ろ
ん
応
用
力
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
出
来
た
。

同
窓
会
は
、
母
校

の
繁
栄
に
資
す
る
こ

と
も
目
的
と
し
学
生

活
動
等
へ
の
助
成
を

し
て
い
る
。

今
回
カ
ス
タ
ム
ボ

デ
ィ
科
が
�
東
京
オ

ー
ト
サ
ロ
ン
�
で
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
、

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

科
が
�
も
て
ぎ
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
カ
ッ
プ
�

で
シ
リ
ー
ズ
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
と
な
っ
た
こ

と
を
称
え
、
該
当
学

生
に
記
念
の
盾
を
卒

業
式
で
贈
る
。

ま
た
、
今
年
度
よ

り
二
年
間
合
計
の
成

績
優
秀
上
位
者
へ
は

同
窓
会
か
ら
褒
賞
金
が
贈
ら
れ

る
。
こ
れ
は
日
々
進
化
す
る
自

動
車
技
術
に
追
従
さ
せ
る
た

め
、
在
校
生
の
学
力
向
上
を
図

る
一
環
と
し
て
実
施
す
る
。

同
窓
会
に
と
っ
て
母
校
の
繁

栄
は
、
会
の
発
展
に
繋
が
る
の

で
今
後
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

行
く
。

二
月
十
六
日
、
来
年
度
の
入

学
予
定
者
を
対
象
に
ス
ク
ー
ル

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
実
施

さ
れ
た
。
こ
の
研
修
は
、
入
学

前
の
不
安
を
な
く
す
と
同
時
に

ス
ム
ー
ズ
に
学
校
生
活
に
馴
染

め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
目
的
。

授
業
見
学
や
ク
ラ
ブ
サ
ー
ク

ル
紹
介
、
指
定
物
品
の
採
寸
な

ど
を
行
っ
た
。
ま
た
、
工
具
や

ス
ー
ツ
な
ど
の
推
奨
品
の
紹
介

と
と
も
に
、
免
許
取
得
の
た
め

の
教
習
所
案
内
や
ア
パ
ー
ト
入

居
相
談
な
ど
も
行
っ
た
。

採
寸
会
場
で
は
、
着
慣
れ
な

い
つ
な
ぎ
に
戸
惑
い
な
が
ら
も

在
校
生
た
ち
の
ア
ド
バ
イ
ス
に

よ
り
試
着
を
行
っ
て
い
た
。
つ

な
ぎ
や
安
全
靴
等
を
採
寸
し
た

こ
と
で
、
�
整
備
士
に
な
る
実

感
が
で
て
き
た
�
と
、
声
が
聞

け
た
。

授
業
見
学
で
は
、
入
学
後
の

自
分
の
姿
を
思
い
描
き
な
が
ら

興
味
深
く
見
学
。
時
折
、
先
輩

た
ち
と
談
笑
す
る
場
面
も
見
ら

れ
、
�
入
学
が
待
ち
遠
し
い
�

�
ク
ラ
ブ
サ
ー
ク
ル
活
動
に
積

極
的
に
参
加
し
て
充
実
し
た
学

校
生
活
を
送
り
た
い
�
な
ど
の

感
想
が
多
く
聞
か
れ
た
。

な
お
、
来
年
度
は
四
百
名
近

く
の
入
学
者
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
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昭和３３年式 ダットサン２１０

企
業
説
明
会

上田知事に説明する校長
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同窓会が在校生を称える


